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木材に浸透した水について
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しはじめに
木村は我国では長い間建築材科の主流を占めて来たが
や燃えやすい/f¥¥腐りやすいM いわゆる耐久性がないため
近年精進付としては余り使われなくなった。しかし住宅
に限って見ればまだ多量に使用されている。
紡火対策から木造建築物の外壁lま不燃材で仕上げるこ
とが法的に義務づけられていることや宅地の需供関係か
ら低海地がふえていることなどは、木村の防j街。のため
にならない。
燃えることは急性病的にあらわれ人命煩失にも直接関
係するので防火の研究及び対策はかなり進んでいるが.
腐ることは慢性病的に進行するので研究 ・対策はおくれ
がちである。
防腐の研究事項はたくさんあるが一つは防腐剤を木村
にいかに能率よく多i止に深〈浸透させるかである。防腐
斉1(;1.気体.液体，国体とあるが液体のものが多〈使われ
ているから液体が木村に浸透する機構をよく知る必要が
ある。液体の碁本て。ある水について実験して二.三の知
見を得たので報告する。
2.木材の吸湿と吸水
木材の雰図気のノk分が気{本でトあるときを吸iEといい，
;Jc分が液体であるときを吸水という。 いず"t1の場合も木
材中に保有されるときは液体であ り，その吸収益は重量
の変化として検盆する。
木材が絶乾状態から吸収されたノ1C分は木材の細胞質に
吸着して保有され， これを結合水(又は吸着;)c)という。
木材の細胞は樹畿に関係なくほぼ同ーの化 J主成分組織，
t再造をしている。樹種がちがっても一定の温度， jE温な
らば日及湿による含水率1;):同一て‘ある。これを、I~衡合水惑
といい.零:間気温度が尚いほど.相対iE皮が低いほど低
い{直になる。又細胞膜が多いもの且IJち比重の大きいもの
には吸清する水分の絶体赴が多くなる。零岡気の干fI対温
度が100%になると平衡含水ネは最大値となり.制胞肢の
含む水分はこれ以上増えない。このときの含水率を繊維
飽初夜といい.木材の絶乾重故に対して約30%である。
木村の物理的.強度的性質の多くは繊維飽初点以下の合
水率の変化にしたがって変化することは木材の重要な性
質の一つである。
吸水は毛細竹・現象によ って細胞小股及び細胞聞のを隙
の部分を充満してゆくことであると見られている。した
がって'官隊ヰtの多いものは吸水量が多くなる。
木村の最大特徴は細胞の真正比重は樹特に関係なくは
ぽ同一で約1.56である。木村の (見1!ト)比主主の大小は細
胞の実総本 (χは明隊車)の大小によって決まる。木村
の絶乾比重 ()'o)と絶乾状態のときの宅隙率 (0'0)の問に
は次の関係がある。
α。=( 1-， Y~_ ) X 100 (口/w( ) 
1.56 
RDち比重の大きいものほと。7R隙は小さいの
他方，吸水は毛細管現象であるとみれば毛鮒管ーの径が
小さいほど吸水hlは多い。細胞，t，Jt;'.細胞問が細いもの
ほど比重は大きし空隊は少ない。
木村の吸水Etが比重 ・空隊率どちらの影響をより大き
くうけるか未だ究明されていない。
以上の他に吸{霊長.吸水tι ともに樹液に含まれてい
るJド蒸発成分や樹脂の多少にも影響を受ける。
表-1
樹脂 比重 主産地 一 般 的性質
比震が小さく，軟聞で本理が密。
強度は日本産彰より優れており ，
'*杉
北京士平洋 訟に匹敵するが，靭性にとぼしい。
0， 35 
沿E手 脂気は多いが耐水，耐湿性は小さ
カナダ む、。
大材が得られる。
米絵に良〈似ている。
'*栂
北米 強度は日本産備にほぼ等しいが眠
0， 45 性が小さい。カナダ
耐*"耐湿性は劣る。
日本産桧に似ているが，芳呑はな
北米オレゴ く，光沢，靭性，耐水，耐根性は
求桧 0.50 ン州 劣る。
強度はjヒきい。
大材を得やすい。
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- 92ー 住
3.実験方法
( i )樹極 近年多量に使用きれている輸入村の米杉，
米キI'J:，米桧の三簡を採用した。その特徴を
表一1に示した。今回使用したものの比重
を表-2に示す。
(i)実験片の大きさ.形 6 x 6 x 6cmの立方体
(i)水温 16'C， 28'C， 40'C 
(iv)水深 吸水時の圧力に差をつけるために実験片の
中心、の水深を 3cm， 18cm， 28cmとした。
(v)その他 各条件ごとに実験片 3ケを用いたo
表-2
4.水の浸透した体積
木村の吸水震の
測定については
「木材の吸水量測
定方法J (JISZ 
2104)に次のよう
に規定されている。
測定しようとす
るl対の相対する
面(木口の域合は
1面だけ)を吸水
面として残し，他
は十分に耐水位の
ある塗料を数阿塗
*ji 
図一1
って完全に防水して実験する。吸ノ，)<!まは次の式によって
算出する。
W，-¥λ11 m=す→(g /cm') ....(1) 
ただし m:吸水量(g /c耐)
W1 吸水前の重量 (g) 
W2 :吸水後の重量 (g)
A:吸水面の総面積 (cポ)
しかし実際の阪腐処理をするときは防腐斉IJは全面lに地
すことが多いから今回データーのまとめはこの方法によ
らず後述の方法によった。
他に吸水量のデーター処理方法には普通次の方法があ
る。
W，-W“ 
Ut =一二で7 二 x100(o/wt) . 一(2)
"U 
居 ';-_'.!. 子
W，-Wn 
Uot =一七ァ一二X100 (o/wt) … (3) 
" 0 
ただし，u" uo' t分後の吸水率(o/Wt) 
W，吸水t分後の重量 (g)
Wu 気乾重量 (g)
Wo 絶乾重畳 (g)
しかし今回は実験片の含水率.比重，/，足度.圧力等の
i主いによる吸水率の差の他に水の浸透した体積及び浸透
した深さを推定することに重点をおいたので次の算出式
によって資料を処理した。
気乾状態から吸水した木村の内部をモテール化して示せ
ば図-1のようになる。
いま次のようにする。
Vo 絶乾体積 (c肘)
au 気乾状態の空隊率 (%)
v 気乾状態のとき含まれている水の体積率
(%) 
Vut 吸水 t分後の水の波透した体積 (cm') 
{o 絶乾比重
Wo 
{o =で了一
• 0 
-・(4)
α0= (トーと)
1.56 
-・(5)
(5)に(4)を代入.
?
?
??
?
?
?
? ?
?
?
-・(6)
-・ (7)
αu- α。-v -・ (8)
(8)に(6)，(7)を代入.
Wム W-Wn
αu= 1ー(一一一乙ー+一一一ーと) ・ ・(9)1. 56Vo ， V。
v 主こ主ι-u，
αu 
.ao) 
ao)に(9)を代入‘
V EVe-Wu -
u，- Wn W -ーWn11ー (一一" Uー+""，，"Q) I 1. 56Vo ， V。
表-3 Vut=a 'tbにおける aとbの値
???
樹種 米杉 米栂 米桧
l深海訟4芝116'C118'CI甜 'CI同町 18'CI詔 'C116'C 118'C I 28'C 
1 a 15.刷 14.6515.6713.81116.28114.30"2.101乱闘16.罰
3nt 
b 1 0.191 0担 10.1810.281 0.171 0由 1o.口10.221 0.22 
a 17.2415.5115.1616.14115.20114.41111.5015.1517.76 
1 8C .
b 10.1610.2110.2110.2210.2010.2310.1710.2310回
a 1 6.811 6.田 15.8714.75117.00110.曲 17.821 4.411 7.74 
28c. 
b 10.1710.2110.1710.2410.1810.1910.油 10.281 0.18 
( 2 ) 
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(ll)式によって尖験値を整理したもの.3例を図-2. 
図-3，図-4に示した。
これらの図から水が浸透した{料自とi吸水時IUlとの関係
は次の式で示すことが出来るであろう。
V"I =atb 
t 吸水時間 (分)
a，b:条件によって決まる数
吸水時間5分と120分のときの実験的ー によ りa.bを決
180 
めたものを表-3に示しそれによって計算したもの3
例を 1--記図-2 ~図- 4 rj'に実線て¥tr.き込んだ。又実験
fl(と計算他の誤差をたとえば，温度28.Cのものを示せば
表-4のようになる。
5.水の浸透深さ
木村への水の泌透深さをま1ることは防腐剤に応用する
ために必要である。
次のよ うに，iI-算したの
( 3 ) 
米杉28'C 深さ 3Crn 
回，
: ドイ
94ー 住
表 4 dl-Wfl直に対する実験値の誤差(%)
(浸透深さ)( 28'C) 
樹樟ミ詩型 1 s iら 却 曲 l却 180 240 24 ~) 
3 5.08 。 。 01 0.14 。0.78 0.63 7.98 
米杉 18 -~.05 。 01 1.岨 01 0 3.25 -4.55 3.48 
28 5 . ~ 。5. l2 6‘67 3.88 。2.63 01 5.45 
3 10.25 。-3.23 '2.86 01 0 3.42 9.38 10.50 
本相 18 7.65 。-2.86 -7.32 -..35 。-2.86 4.82 3.河
28 5.79 。-2.78 2.44 2.17 。2.47 2.56 2.44 
3 3.50 。 01 5.88 5.00 。-2.58 01 9.33 
末佳 18 -8.30 。 01 6.67 0.52 。-6.28 2.81 '.35 
28 1.22 。 01 0.83 。 -2.78 3.70 3.29 
いま.L" :吸水t分後の木口虚iからの浸透深さ (cm)
L2I :吸氷 t分後のisIJ凶iからの浸透深さ (cm)
e 1. e 2. e 3 実験片の辺の長さ(e 1・しが
木口両ー の2illの長さ)(cm) 
K: :全面から渋透した水のid;に付する木口両か
らのみ浸透した水の量の割合
とすれば.
L，，=~・ k=一二ι一一一一ー …・回目(12)
2 . e 1・e2 
3 
? ?
→????
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表-5 全面に対する本日間の吸水比(%)
( t = 120分)
樹種 孟器ど 15 28 40 平均
3 88.2 自9.8 90.8 89.6 
18 86.5 90.2 85.6 87. 4 
米.t<
28 90.5 87.5 85.3 87. 8 
平均 88.3 
3 87. 1 92.6 90.1 89. 9 
18 90.3 88.7 85.3 88. 1 
米栂
28 87.6 90.8 86.4 88.3 
平均 88.8 
3 85.2 88.9 88.8 87.6 
18 89.8 87. 2 85. 3 87.4 
米桧
28 86.3 90.9 93.3 90. 2 
平均 88.4 
全平均 88.5 I 
-
2t - 2( e 1+ e 2) • e 3 ..(13) 
となる。
Kがわかれば各面からの浸透深さを算出できる。
Kは吸水時間.樹径によって一定でないが文献によれ
12 15 18 21 24 
15 18 21 24 
( 4 ) 
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r.f75-80%とポされているが本研究では特に大事である
と考え.下折も実験して表-5のような数(in.を得た ム
にi)，す全干犯JK 0885をつかって算出したい，の3(，日j
を図-5-図-7に示した これらの図から民透深さも
L" A t ß ••. (l4)の式て";{，すことが出来るとみて. 5分.
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→
?
→
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120分後の計算怖を用いて各条件のA.Bを決めたその
結果の3例を上記I'x]に実線て'かきニんだ
(12)パと(14)式でn出したL"の誤差を品度28.Cのt結合に
ついてぷせri表-6のようであるの
12 21 24 15 18 
6.考 察
図-7 浸透時間とお2透深さ
表-6 計算f直に対する実験値の誤)2(%)
渋i蓋した水の体h・'l.深さは誤差がいずれも12%以ドで
あるから.
V u， at b. し11= AtB• 
のパて..../J~すことが:H来ると考える。しかし a . b. A‘ 
Bの次をはるといずれも一定の傾向を見い出すことは出
米なL、。はじめ(i )圧力の大きいもの.(i)水;品の(.':jい
もの. (i)比'f!の小さいもの (空隊の大きいもの)はと
佼透tJ:Jlび深さが大きくなると子怨したが本実験では只
なっている。今後この理由を究明したL、e
も、ずれの条件ドても初期のt雨量盆が大きく .約2時10
以後tt1t')iJrl't'は急速に減少するn
以上の他今後附液に含まれている非英発物の55容も究
明したい
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